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第1章 はじめに 

1 策定の趣旨 

当院は、滋賀県東近江医療圏（近江八幡市、東近江市、日野町、竜王町）の中核病院とし

て「多くの人々との出会いを通じて、新しい医療環境の創造に努める」という理念のもと、

同医療圏内最大の病床規模と保有する医療資源をもって、地域医療の提供に尽力していま

す。地域医療については、紹介患者を中心とした入院診療の提供や、救命救急センター、地

域周産期母子医療センター、地域医療支援病院、感染症指定医療機関及び災害拠点病院等の

指定を受け、高度・急性期医療を中心とした医療を提供しています。 

当院の経営に関しては、これまで総務省が示す「新公立病院改革ガイドライン（平成 27

年 3 月通知）」を踏まえ、当院の５つの基本方針（信頼される医療の追求、医療の質の追究、

地域医療連携の追求、誇りある組織風土の追求、健全経営の追求）に沿った具体的な実施計

画として新公立病院改革プランを策定し、医師・看護師の確保、病床再編、病床稼働率の維

持、悪性腫瘍への対応や手術数の増加等の取り組みを進め、健全経営に努めてまいりました。 

しかし、人口減少・少子高齢化の進展に伴う医療需要の変化、医療の高度化など経営環境

の急激な変化を背景とした厳しい状況に直面する中、公立病院として持続可能な地域医療

提供体制を確保するためには、保有する医療資源を地域全体で最大限効率的に活用する視

点において、より一層の経営強化を図る

必要があります。 

総務省においては「公立病院経営強化

ガイドライン（令和 4年 3月通知）」を新

たに策定し、地域の医療需要に応じ各医

療機関が担うべき役割・機能を改めて見

直し、明確化・最適化を図ったうえで、病

院間の連携を強化していくことが重要と

示されました。 

このことを踏まえ、当院においては、

経営強化ガイドラインに基づき、持続可

能な地域医療提供体制を確保するため、

近江八幡市立総合医療センター公立病院

経営強化プランを策定しました。 

 

 

2 対象期間 

当プランの対象期間は、令和4（2022)年度から令和9（2027）年度までの6年間とします。 

 

 

滋賀県各医療圏 
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3 当院の概要 

（１）施設概要 

   ・医療機関名 近江八幡市立総合医療センター 

・開設年月日 平成 18（2006）年 10月 1日 

   ・開 設 者 近江八幡市長 

   ・所 在 地 滋賀県近江八幡市土田町1379番地 

 

（２）基本理念 

多くの人々との出会いを通じて、新しい医療環境の創造に努めます。 

 

（３）基本方針（５つの追求） 

１、信頼される医療の追求 

地域の視点に立った信頼される医療を目指します。 
 

２、医療の質の追究 

安全性が保障された質の高い医療を追究します。 
 

３、地域医療連携の追求 

地域の医療機関や福祉・介護施設との連携を進めます。 

 

４、誇りある組織風土の追求 

活力に溢れ、誇りを生み出す組織風土を醸成します。 
 

５、健全経営の追求 

公営企業として、経営の健全化に努めます。 

    

（４）診療科目 

   総合内科、循環器内科、消化器内科、外科、整形外科、眼科、小児科、小児外科、耳 

鼻咽喉科・頭頸部外科、産婦人科、皮膚科、腎臓内科、代謝・内分泌内科、血液内科、 

呼吸器内科、泌尿器科、心臓血管外科、形成外科、脳神経外科、脳神経内科、麻酔科、 

リハビリテーション科、放射線科、病理診断科、リウマチ・膠原病内科、救急診療科 

 

（５）病床数 407床（一般病床403床、感染病床4床） 

救命救急センター18 床（内､集中治療室 6床）､ 

ハイケアユニット(HCU)15 床（休床中）､ 

新生児集中治療室（NICU）9 床、新生児回復室(GCU)6 床 

 

（６）主な医療機関指定等 

  救命救急センター、地域周産期母子医療センター、災害拠点病院、第二種感染症指定 

医療機関、第一種協定指定医療機関、臨床研修指定病院（基幹型）、地域医療支援病院、 

滋賀県地域がん診療連携、支援病院、近畿ブロック小児がん連携病院、 

一次脳卒中センター、日本医療機能評価機構認定病院、紹介受診重点医療機関 
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第2章 現状分析 

1 外部環境分析 

(1) 将来的な人口の推移 

当院が位置する東近江医療圏（以下「医療圏」という。）は近江八幡市、東近江市、日野

町、竜王町で構成されています。医療圏の人口は、図表 1のように令和 2（2020）年では約

23 万人であり、今後は緩やかに減少していく見込みです。年齢区分別では 65 歳までの年少

人口および生産年齢人口が減少していき、65～74 歳の人口は年によって増減はありますが、

2045 年には現状より減少すると見込まれます。一方、医療の対象層が多い 75 歳以上の人口

は 2030～2035 年をピークに緩やかに減少し始めますが、現状の人口より増加するため、医

療ニーズは増すと見込まれます。本市の人口についても、図表 2のように医療圏の人口と同

様に緩やかに減少すると見込まれます。 

図表 1 医療圏の将来推計人口 

 
図表 2 近江八幡市の将来推計人口 

 

出典(図表 1・2) 2025 年以降:国立社会保障人口問題研究所『日本の地域別将来推計人口』  

        令和５年（2023 年）推計より 

 

(千人) 

(人) 
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(2) 医療圏における高齢化率・75 歳以上の割合 

医療圏内の 2市 2町の中において本市は、高齢化率及び 75歳以上の割合ともに、最も低

く推移すると見込まれます。 

 しかし、滋賀県全体と比較すると、高齢化率及び 75歳以上の割合ともに高く推移すると

見込まれます。 

図表 3 医療圏の市町別の高齢化率及び 75 歳以上の割合 

出典:国立社会保障人口問題研究所『日本の地域別将来推計人口』令和５年（2023 年）推計より 

(3) 将来的な患者数の見込み 

 医療圏の入院患者数推計 

医療圏は、当院の受入れ患者の状況から、本市、東近江市、竜王町を医療圏とします。 

図表 4 当院の患者住所地別の退院患者数

 

出典：DPC データ 
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医療圏の入院患者数については、将来人口推計や入院受療率の推計値では、75 歳以上の

人口増加を受けて、今後も増加していくと見込まれます。 

図表 5 医療圏の将来推計入院患者数（1日当たり） 

 

 

 医療圏の外来患者数推計  

医療圏の外来患者数も、図表 6の病院ニーズでは 75 歳以上の人口増加を受けて、令和 12

（2030）年までは緩やかに増加していくと見込まれます。 

図表 6 医療圏の将来推計外来患者数（１日当たり：病院ニーズ） 
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図表 7 医療圏の将来推計外来患者数（１日当たり：病院・診療所ニーズ） 

 

＜参考：図表 5~7 の将来推計に関する計算式＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近江八幡市、東近江市、竜王町の 

人口推移（将来推計） 
・2015 年 2020 年 
総務省住民基本台帳資料 

・2025 年～2045 年 
将来推計 

出典：国立社会保障人口問題研究所 
総務省 

 

滋賀県 受療率 

令和 2年受療率 

（人口 10万人あたりの患者数） 

 

出典：厚生労働省 

× 

※将来にわたり、受療率が一定と仮定して試算 
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(4) 患者受診動向 

 医療圏における医療機関の状況 

医療圏には 10の病院があり、そのうち急性期医療を担う医療機関は当院を含めて 5病院

となっています。高度急性期医療を担っている特定入院料を算定している病院は、当院と東

近江総合医療センターとなっており、特に当院は救命救急センター機能も有し医療圏にお

いて中心的な役割を担っています。 

図表 8 医療圏における病院の状況（許可病床数）              （単位：床） 

市町 病院名 病床数 
高  度 

急性期 
急性期 回復期 慢性期 

近江八幡市 

近江八幡市立 

総合医療センター 
407 42 365 0 0 

ヴォーリズ記念病院 168 0 0 126 42 

東近江市 

東近江総合医療ｾﾝﾀｰ 304 6 243 55 0 

湖東記念病院 119 74 0 45 0 

東近江市立 

能登川病院 
96 0 96 0 0 

東近江敬愛病院 154 0 60 0 94 

近江温泉病院 176 0 0 56 120 

神崎中央病院 400 0 0 112 288 

青葉病院 98 0 0 0 98 

日野町 日野記念病院 150 35 75 0 40 

合計 2,072 157 839 394 682 

出典：滋賀県地域医療構想（精神病棟のみ有する病院は除外） 

図表 9 医療圏における高度急性期を担う特定入院料を算定している病院 

病院名 入院料 病床数 

近江八幡市立 

総合医療センター 

特定集中治療室管理料５ 6 床 

ハイケアユニット入院医療管理料１（15 休床） 27 床 

新生児特定集中治療室管理料２ 9 床 

東近江総合医療センター ハイケアユニット入院医療管理料１ 6 床 
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 患者流出入の状況 

医療圏に居住する患者がどこの区域の医療機関へ入院しているのかについて割合をみる

と、同医療圏にある病院への受診率（＝区域完結率）は急性期度が高いほど下がる傾向にあ

ります。疾患別にみると、悪性腫瘍の完結率が低いことが分かり、救急ではなく、予定疾患

が流出していることが分かります。 

また、DPC データから見ても、流出が多い疾患として「12 女性系疾患」と「6消化器系疾

患」となっており、予定入院が多い疾患となっています。 

図表 10 医療圏における医療機能別の区域完結率と流出の状況 

出典：滋賀県地域医療構想 第 4章 東近江区域 

図表 11 医療圏における疾患別完結率 

出典：滋賀県地域医療構想 第 4章 東近江区域 
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図表 12 医療圏における患者流出入と当院のシェア率との関係        （単位：人） 

 

出典：令和 2年度 DPC 導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」 

 

 消防データにおける救急搬送状況 

市内で発生した救急患者のうち、約 9割は当院へ搬送されており、当院が市内の急性期医

療の中心を担っていることが分かります。 

一方、同じ医療圏の東近江市でみると、東近江総合医療センターが最も多くの患者を受け

入れており、合わせて当院と湖東記念病院の 3 病院が主な救急の受入れ先であることが分

かります。なお、東近江市の八日市地区の重症・中等症の傷病別でみると、心疾患・脳疾患

などの三次救急は、湖東記念病院との搬送時間には差が少ないことが見て取れることから、

救命救急センターである当院の役割として、東近江市の救急患者についても引き続き積極

的な受入れを進めていきます。 

図表 13 近江八幡市発生の救急搬送件数の状況 

 

出典：東近江行政組合消防本部データより作成 
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図表 14 東近江市発生の救急搬送件数の状況                     

出典：東近江行政組合消防本部データより作成 

 

図表 15 東近江市の八日市地区の重症・中等症の傷病別の平均搬送時間 

出典：東近江行政組合消防本部より受領データを加工して作成 
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2 内部環境分析 

(5) 患者の状況 

当院の患者状況をみると救命救急や周産期など医療圏の中核病院として積極的に患者を

受け入れたことから、入院・外来ともに多くの患者数を維持していました。 

しかし、新型コロナウイルス感染症拡大により、令和２年度から患者数が減少しています。 

図表 16 １日あたりの入院および外来患者数            （単位：人） 

 

※近江八幡市病院事業決算 

 

病床稼働率は、令和元年度以前は 90％に達し高水準で病床が稼動していましたが、新型

コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、令和 2 年度から低下しており、令和 5 年度以降

においても、コロナ禍前の水準には戻っていません。 

図表 17 病床の平均在院日数および病床稼働率の状況 

 

※近江八幡市病院事業決算 
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(6) 経営状況 

当院の経営状況 

入院患者数は、図表 16のように近年減少していますが、国の方針である在院日数の短縮

による影響もあるため、今後は、新規入院患者数の増加が重要な要素となります。 

新規入院患者数については、年々増加していることから、平均在院日数の短縮や、加算の

取得等により入院単価を増加させ、病床稼働率を高水準で維持することが重要です。 

入院及び外来収益については、これらの取組や、手術件数、化学療法等の効果により、増

加傾向にあります。一方、医業費用について、最も構成比が高い給与費については、特に令

和 6年度において、人事院勧告及び地域手当の支給に伴い、大きく増加しました。 

また、材料費や経費等についても、近年の物価高騰のため、経営状況に大きく影響してい

ます。 

図表 18 医業収益の推移 

   

図表 19 当院の医業費用の推移

 

※近江八幡市病院事業決算 

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

入院収益 8,587 8,498 9,470 9,885 9,529

外来収益 3,131 3,410 3,512 3,793 4,073

その他 511 598 581 583 586

12,229 12,506 13,563
14,261 14,188
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減価償却費 787 881 868 907 932
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医業収支の状況は、新型コロナウイルス感染症や、国の在院日数の短縮の方針により、患

者数が減少し、令和 2 年度から令和 4 年度は赤字となりましたが、経常収支においては黒

字を維持していました。 

しかしながら、令和 6年度においては、人件費及び物価高騰の費用増加の影響により、経

常収支において、大幅な赤字となりました。全国自治体病院協議会の調査によると、令和 6

年度の決算において、全国の自治体病院の約 9割が赤字となっています。 

図表 20 医業収支の推移 

 

図表 21 経常収支の推移 

 

※近江八幡市病院事業決算 

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

医業収益 12,229 12,506 13,563 14,261 14,188

医業費用 12,442 13,225 13,566 14,175 15,198

医業収支 △ 214 △ 719 △ 3 86 △ 1,010

医業収支比率 98.3% 94.6% 99.9% 100.6% 93.4%
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第3章 経営強化プランの概要 

1 役割・機能の最適と連携の強化 

当院は、近江八幡市を中心に、医療圏における高度急性期・急性期医療を提供する中核的

な役割を担っています。救命救急センターを有して三次救急を提供していることや、地域周

産期母子医療センターとして周産期医療についても対応しています。また、第二種感染症指

定医療機関として 4床の病床確保と患者の受入れ対応を行っています。 

悪性腫瘍について、放射線治療は提供していませんが、外科的な治療である手術及び内視

鏡治療と化学療法を実施しています。 

今後も、地域における中核的な役割を継続し、近隣の回復期機能を有する病院との連携、

地域住民への情報発信を行い、地域医療への貢献をしていきます。 

図表 17 政策医療における当院の主な役割 

政策医療 役割 

悪性腫瘍 滋賀県地域がん診療連携支援病院 

脳卒中 脳梗塞の急性期治療・再発予防治療、脳出血、くも膜下出血治療 

急性心筋梗塞 急性期治療への対応（PCI、CABG、IABP,PCPS 等） 

糖尿病 急性合併症、慢性合併症、妊娠糖尿病対応など 

救急医療 救命救急センター、二次輪番対応 

災害医療 地域災害拠点病院、原子力災害医療協力機関 

小児医療 小児救急医療 

周産期医療 地域周産期母子医療センター、NICU 整備、GCU 整備、分娩対応 

新興感染症 第二種感染症指定医療機関、第一種協定指定医療機関 病床 4床 

出典：滋賀県保健医療計画等より抜粋           

 

2 医師・看護師等の確保と働き方改革 

(1) 医師・看護師等の確保 

当院が医療圏の高度急性期・急性期医療を担う病院として、持続可能な地域医療の確保

や新興感染症拡大時の対応など病院を取り巻く環境へ柔軟に対応していくためには医師や

看護師等の医療従事者を確保することが極めて重要です。また、働き方改革を推進すると

ともに、研修制度を充実させキャリア形成の支援やワークライフバランスを充実させ活力

に溢れ、誇りを生み出す組織風土を醸成するため、次の取り組みを行います。 

 

①医師確保の取組 

全国的な医師不足の中、各病院とも人材確保に苦慮している状況ですが、当院においては、

医師を継続的に確保していくため、基幹型臨床研修病院として、毎年、初期臨床研修医を採

用します。研修プログラムについては、各診療科で独自に作成し、指導医の安定的な確保の
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もと、毎年改善を図り充実させるとともに初期臨床研修の地域医療研修では、研修医からの

要望や他院との協力体制などに応じて、離島の診療所など経験を積める新たな魅力ある医

療機関への派遣を行います。さらに大学医局との連携が重要であることから、医局訪問等を

積極的に進めます。 

 

②看護師の確保 

看護師の確保としては、看護実習生の積極的な受け入れ、修学資金貸与や貸与額の充実

を図るとともに学校主催の病院説明会等への参加や、ＳＮＳを活用した情報発信を積極的

に行い、学卒の新規採用職員の確保に努めます。 

また、安心して働き続けられる環境作りとして、業務の効率化・業務量の調整、超過勤

務時間の減少等を進め、負担軽減に取り組みます。さらに他職種との業務連携とタスクシ

フト・タスクシェアの推進や多様な勤務形態の導入、看護職員としてキャリア形成への支

援を積極的に行います。 

 

(2) 医師の働き方改革への対応 

令和6年度から労働基準法の規定により、医師に対する時間外・休日労働の上限規制が

開始されました。医療機関は、医師の適切な労務管理の実施やタスクシフト・シェアをは

じめとした医師の働き方改革の取組内容について医療機関として組織的に進めていく必要

があります。当院では、診療部・看護部・医療技術部等の多職種で構成する労働安全衛生

委員会（医師部会）において、負担軽減に関する医師労働時間短縮計画や病院勤務医負担

軽減実施計画策定等に取り組み、働き方改革を進めていきます。 

更にチーム医療を促進することにより、医師をはじめとする業務の負担軽減を図りま

す。 

 

①適切な労務管理の推進についての取組 

出退勤管理システムによる労働時間を把握するとともに医師在院時間の客観的把握に努

め、労働と自己研鑽の考え方を整理します。また、時間外労働時間の縮減を周知して意識

醸成を行い、適切な労務管理を推進します。 

 

②36 協定等の自己点検 

36 協定に定める時間外労働時間数について自己点検を行い、業務の必要性を踏まえ、長

時間労働にならないよう、必要に応じて見直しを行います。 

 

③産業保健の仕組みの活用 

 労働安全衛生委員会で長時間勤務となっている医師、診療科等ごとに対応方策について

検討します。長時間労働となっている医師、診療科ごとに個別に通知し、現状の把握、業務
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配分および人員配置の調整に努めます。 

 

④タスクシフト・シェアの推進 

看護師の特定行為研修受講を推進し育成することにより看護師の業務範囲を拡大するこ

とや医療技術部等についても役割分担や業務範囲拡大に向け、積極的に研修の受講を進め

ることによりタスクシフト・シェアを推進します。 

 

⑤病診連携の推進 

日常の健康管理や比較的軽い病気の治療は「かかりつけ医」が担当し、専門的な検査や入 

院治療は当院が担うなど、地域の病院・診療所と連携して、それぞれの機能に応じた役割分 

担を行うとともに、実効あるものとなるよう地域住民に対して病診連携について啓発します。 

 更に円滑な病診連携を図るため、顔の見える関係づくりを大切にし、持続的な連携訪問を 

行います。 

 

3 経営形態の見直し 

当院の経営形態は、地方公営企業法の全部適用団体となっており、この形態で救急医療、

小児・周産期医療、感染症医療、災害医療等の政策医療を担うとともに地域医療支援病院と

して幅広い疾患に対応しつつも健全な経営状況であることなどから現時点においては、現

状の経営形態を継続します。ただし、健全経営に資するあらゆる取り組みをもっても将来的

に経営が困難と見込まれる場合は、様々な経営形態について、医療圏の状況を分析し、調査・

研究を行います。  

 

各経営形態の特徴 

（１）地方公営企業法の全部適用 

事業管理者に対し、人事・予算等に係る権限が付与され、より自律的な経営が可能となる

ことが期待される。ただし、比較的取り組みやすい反面、経営の自由度拡大の範囲は限定的

であることから、所期の効果が達成されない場合には、地方独立行政法人化など、更なる経

営形態の見直しに向け調査、研究を行う。 

 

（２）地方独立行政法人化（非公務員型） 

非公務員型の地方独立行政法人化は、地方独立行政法人法の規定に基づき、地方独立行 

政法人を設立し、経営を譲渡するものである。地方公共団体と別の法人格を有する経営主

体に経営が委ねられることにより、地方公共団体が直営で事業を実施する場合に比べ、例

えば予算・財務・契約、職員定数・人事・給与などの面でより自律的・弾力的な経営が可

能となり、権限と責任の明確化に資することが期待される。ただし、この場合、設立団体

からの職員派遣は段階的に縮減を図る等、実質的な自律性の確 保に配慮することが適当
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である。 

 

（３）指定管理者制度の導入 

民間の医療法人等（日本赤十字社等の公的医療機関、大学病院、社会医療法人等を含 

む。）を指定管理者として指定することで、民間的な経営手法の導入が期待されるもので

ある。本制度の導入が所期の効果を上げるためには、①適切な指定管理者の選定に特に配 

意すること、②提供されるべき医療の内容、委託料の水準等、指定管理者に係る諸条件に 

ついて事前に十分に協議し相互に確認しておくこと、③病院施設の適正な管理が確保され

るよう、地方公共団体においても事業報告書の徴取、実地の調査等を通じて、管理の実態

を把握し、必要な指示を行うことが重要である。 

 

（４）民間譲渡 

民間譲渡に当たっては、当該病院が担っている不採算・特殊部門等の医療について、譲渡

後相当期間の継続を求めるなど、地域医療提供体制の確保の面から譲渡条件等について十

分な協議が必要である。 

 

4 新興感染症の拡大時等に備えた平時からの取組 

当院は、第二種感染症指定医療機関、第一種協定指定医療機関として感染症病床を４床保

有しており、医療圏において中核的な役割を担っています。新型コロナウイルス感染症に対

しても、拡大初期の令和 2（2020）年 3月より患者を受入れ、同年 4月からは感染症対策に

おける重点医療機関の指定を受け、検査体制の整備や発熱外来の開設、さらには感染拡大に

応じ県からの病床確保要請に対して感染症病床を 12 床まで増床し、地域の医療機関と協力

しながら、重症感染症患者を積極的に受入れてきました。 

初期段階当時、新型コロナウイルス患者の対応をしていく中で、多くの医療物資の不足を

経験し、平時における備えの重要性を認識しました。 

そのため、平時においては感染防護具等の備蓄、感染管理の専門人材の育成や院内感染対

策の徹底など継続的に取り組みます。また、感染拡大時においては一般病棟での感染症患者

の受入体制の整備や人材の確保（病棟や部署を超えた横断的な人員配置等）など限られた医

療資源を最大限に活用し、機動的かつ効率的に対応していきます。 

 

5 施設・設備整備の最適化 

当院は 2006 年に新病院が竣工し 19 年が経過しています。これまで大きな施設改修はあ

りませんが、設備や高額な医療機器の更新等を含め、医療圏における高度急性期・急性期医

療の役割を担うことを踏まえ、長期的な視点をもって計画的に予防保全・長寿命化等に取り

組むとともに、将来を見据えた資金の確保を計画していきます。 

デジタル化については、すでに電子カルテやマイナンバーカードの健康保険証利用（オン
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ライン資格確認）を導入し、当院のシステム運用管理規定に基づき運用しています。 

取組として、ＡＩ問診、入院時の説明アプリ（ポケサポ）を導入し、患者の利便性や、医

療スタッフの業務の効率化に努めました。 

今後も、電子処方箋の活用や、ＩＣＴ機器等の活用により医師、看護師等を含む医療従事

者の負担軽減を図り、会計後払いシステムの導入により患者さんの会計待ち時間を削減し

ます。 

さらに、令和 6 年度に導入した病床管理システム（コマンドセンター）の活用により、円

滑なベッドコントロールを行い、ＤＰＣⅡ期以内での退院、平均在院日数の短縮等により、

業務の効率化と入院収益の増加を目指します。 

また、予定されている電子カルテを含む総合医療情報システムの更新について、今後の病

院運営に大きな影響を及ぼしかねないことから、特に費用面、運営面、システム構成面等に

おいて、慎重な検討を行います。 

医療の質の向上、医療情報の連携、働き方改革の推進など業務効率化に向けた様々なＤＸ

推進に取り組みます。 

また、デジタル化については、サイバーセキュリティ対策を徹底する必要があるため、最

新のセキュリティ対策に係る情報を収集し必要な対策を講じていきます。 

 

6 経営の効率化 

当院は、経常収支黒字を継続していますが、今後も医療圏の中核病院として地域医療を提

供していくためには、健全経営を続けていくことが重要であり、そのためには医療の質の向

上、地域連携等による収入確保や薬品費、診療材料費等の経費節減に積極的に取り組むこと

が重要となります。このため、経営指標に係る各種比率、医療機能等の数値目標や目標を達

成するための具体的な取り組み施策について、次のように定め経営強化プランの公立病院

の役割・機能を常に意識しながら、経営強化に取り組みます。 

経営指標等に係る主な数値目標 

（１）収支に係る数値目標                                               （単位:%） 

年 度 
区 分 

R2 
実績 

R3 
実績 

R4 
実績 

R5 
実績 

R 6 
実績 

R 7 
計画 

R 8 
計画 

R 9 
計画 

経 常 収 支 比 率 105.7 107.3 104.0 101.0  93.1 100％以上 

医 業 収 支 比 率 98.3 94.6 100.0 100.6  93.3 100％以上 

修正医業収支比率 96.2 92.3  97.7  98.5  91.4 93％以上 

累積欠損金比率 24.5 16.4  10.9   9.3  17.2 前年度の比率を下回る 
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（２）費用削減に係る数値目標                                          （単位:%） 

年 度 
区 分 

R2 
実績 

R3 
実績 

R4 
実績 

R5 
実績 

R 6 
実績 

R 7 
計画 

R 8 
計画 

R 9 
計画 

職 員 給 与 費 対 
医 業 収 益 比 率 

55.4 55.3  51.6  50.2 54.1 55%以下 

材 料 費 対 
医 業 収 益 比 率 

25.2 27.6  26.6 28.1 29.8 25%以下 

後発医薬品使用率 94.6 95.8  94.2 94.2 93.9 95%以上 

 
（３）病院機能等に係る数値目標               （単位:%、床、人、件、） 

年 度 
区 分 

R2 
実績 

R3 
実績 

R4 
実績 

R5 
実績 

R 6 
実績 

R 7 
計画 

R 8 
計画 

R 9 
計画 

病 床 稼 働 率 85.2 81.2 79.9 81.7 83.4 90%以上 

救命救急センター
不 応 需 率 0.2 0.1 1.7 1.0 0.5 １%以下 

Ｈ Ｃ Ｕ 稼 働 率 
(※稼働病床 12 床) 

R5 から通年稼動開始 70.2 67.0 75%以上 

ＮＩＣＵ稼働率 
(※稼働病床 9床) 

81.2 87.0 87.1 93.3 95.1 80%以上 

看護師正規雇用者
離 職 率 

7.6 8.3 9.3 6.4 6.7 7%未満 

医療安全管理者 
有 資 格 者 

24 27 24 25 29 20 人以上 

クリニカルパス 
新 規 導 入 件 数 

5 16 7 47 12 12 件以上 

アウトカム評価率 92.6 78.4 64.7 80.4 91.3 80%以上 

※各数値目標に係る具体的な取組内容は次項以降に記載しています。 

※病床稼働率は、令和 6 年 5 月以降 総病床数を 392 床（休床 15 床）で計算しています。 

 

（４）その他の指標                   （単位:円、人、件、％） 

年 度 
区 分 

R2 
実績 

R3 
実績 

R4 
実績 

R5 
実績 

R 6 
実績 

R 7 
計画 

R 8 
計画 

R 9 
計画 

入 院 単 価 67,876 70,432 79,790 81,242 79,423 81,000 円以上 

外 来 単 価 15,655 16,178 16,350 17,903 19,239 21,000 円以上 

新規入院患者数 9,884 9,482 9,703 10,228 10,444 12,000 人以上 

手 術 件 数 3,746 3,844 4,354 4,596 4,598 4,500 件以上 

内、全身麻酔件数 1,759 1,957 1,972 2,194 2,433 2,400 件以上 

紹 介 率  67.7 59.4 67.2 75.0 74.7 50%以上 

逆 紹 介 率 89.0 79.5 89.3 99.8 106.9 70%以上 
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第4章 具体的な取組施策 

1 当院の５つの基本方針（５つの追求） 

地域の中核病院としての役割を担うために、当院では５つの基本方針（５つの追求）を設

定しています。公立病院経営強化プランにおいても、この基本方針をもとに各部署で目標を

設定し、実行していきます。 

更に、地域包括ケアシステムにおいて、地域の高度・急性期医療を担う中核的病院として

の役割を果たすべく、診療以外にも、人材育成（地域の医療従事者含む）や、市民公開講座

をはじめとする健康維持増進に関する保健・介護（フレイル）予防活動を実施していきます。 

【５つの基本方針（５つの追求）】 

1.信頼される医療の追求：地域の視点に立った信頼される医療を目指します。 

2.医療の質の追究：安全性が保障された質の高い医療を追究します。 

3.地域医療連携の追求：地域の医療機関や福祉・介護施設との連携を進めます。 

4.誇りある組織風土の追求：活力に溢れ、誇りを生み出す組織風土を醸成します。 

5.健全経営の追求：公営企業として、経営の健全化に努めます。 

2 信頼される医療の追求 

(1) 急性期疾患に対応するための病床再編 

当院は急性期医療を担っていることから、術後の全身観察や異常の早期発見、処置や検査

など、より複雑で高度な医療を必要とする患者が多い中、一般病棟に分散してケアしている

現状があります。そのような患者を一極集中させ、より充実した医療・看護を提供していく

とともに、一般病棟のベッドコントロールの円滑化を図るため、令和４（2022）年度に HCU

（ハイケアユニット入院医療管理料 1）への病床再編を行いましたが、令和 6年 5月にその

機能を 2 階の病棟へ集約化したため、現在は休床（15 床）しています。今後の活用につい

ては、地域医療構想や診療報酬改定等を見据えながら、検討していきます。 

また、３階南病棟にある地域包括ケア病棟は、国が推し進める地域医療構想の医療機能の

分化・連携により、令和５年１月から病床機能の見直しを行いました。 

今後も適正な病床数を見定め、医療圏域で求められている多様な病床ニーズに沿った病

床再編を検討していきます。 

目標 
R5 

実績 

R6 

実績 

R7 

目標 

R8 

目標 

R9 

目標 

HCU 稼働率 70.2 67.0 75％ 

  ※稼働病床 8床 

病床再編に係る医療機能別許可病床数 

区分 病床数 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

病床再編前 407 27 332 48 0 

病床再編後 407 42 365 0 0 

   病床再編前：令和 4年 4月時点、病床再編後：令和 5年 1月時点 
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(2) 地域の医療需要に応えるための医師確保 

令和 6（2024）年 4月からの医師の働き方改革（時間外労働規制）を受けて、地域の中核

病院として高度・急性期医療を担っていくためには、地域から必要とされる医療を提供でき

る体制の構築が必要であり、そのためには常勤医師の確保が重要となります。現在も積極的

に大学医局への働きかけを行っていますが、全国的な医師不足も背景にあり、強化すべき診

療科はあります。今後は、内科系（血液内科、脳神経内科、呼吸器内科、精神科、心療内科）

と外科・皮膚科の充実を優先的に関連医局との強化に取り組んでいきます。 

 

(3) 悪性腫瘍への対応を継続・充実 

近江八幡市の死因は、『悪性腫瘍によるもの』が最も多いため、地域の中核病院として担

うべき医療の中でも優先事項の 1つに挙げられます。また、地域医療構想においても医療圏

における“がん診療地域完結率の向上”が課題となっているため、当院では外来化学療法を

推進していくとともに、新たながん診療の取り組みとして“手術支援ロボット”の運用を開

始し、がん診療の機能を有する他の医療機関と連携を図りながら、がん診療地域完結率の向

上に努めます。また、図表 12にあるように特に女性系疾患＝婦人科領域への充実を強化の

１つとして捉え、取り組んでいきます。さらには緩和ケアマニュアルを運用し、緩和ケアチ

ームの体制を整え、地域の医療機関と連携を図り、集患に繋げることやホームページ・広報

番組等あらゆるツールを活用し、当院で提供できる治療を広く知って頂く取り組みを進め

ます。 

 

(4) 手術件数の増加 

現在の医療では、手術をした際に患者への身体的負担が少ない低侵襲治療が求められて

おり、滋賀県内においても急性期治療を提供する医療機関では、低侵襲手術支援ロボットの

導入が進んでいます。医療圏内、特に近江八幡市の患者の方でロボット手術を希望される方

においては、これまでは医療圏外で治療する方法しかありませんでしたが、令和 4 年 7 月

から、手術支援ロボット（ダビンチＸi）を医療圏で初めて導入し、より低侵襲の手術を提

供できるようになりました。 その結果、早期の退院が可能となり、手術件数の増加にもつ

ながっていますが、麻酔科医の安定的な確保、手術室の部屋の確保が今後の課題です。 

 

(5) 一般病床の稼働率維持・特定病床の稼働率向上 

医療圏は少子高齢化が進み、75 歳以上の人口は増えることから入院対象患者は増えるこ

とが見込まれます。しかし、急性期治療を必要とする患者数よりも、回復期治療を必要とす

る患者数の増加が見込まれることから、医療圏の病院と病病連携を図ることにより、ニーズ

に対応していきます。当院は主に医療圏からの患者となっていますが、今後は周辺自治体か

らの集患と同時に退院支援・退院調整の強化も進め病床稼働率の向上を図ります。 
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(6) 救急疾患シェアの拡大・不応需率の低下 

県内に４施設ある救命救急センターのうち、当院は医療圏で唯一の救命センターとして、

地域の救急医療と重症患者の集中医療を提供しています。初期対応は救急診療科専従医師

が行い、心疾患や脳疾患など極めて緊急性・専門性が高い救急疾患は、各診療科のバックア

ップ体制をもとに対応しています。今後も、地域で発生した重症救急患者の治療に対応する

とともに、夜間や休日の救急患者にも対応できる体制を確保し、周辺の消防と連携しながら、

積極的に患者の受入れを進めていきます。 

 

(7) 地域の中心となって感染症・災害時の受入、啓蒙活動の実施 

当院は、第二種感染症指定医療機関及び、第一種協定指定医療機関として 4床の病床を確

保し、日々患者を受け入れています。今後も引き続き県や管轄保健所と連携をとりながら、

患者の受入れに対応していきます。 

また、南海トラフ巨大地震が今後発生することが見込まれており、当院が所在する近江八

幡市では最大震度 6 強になるとの報告1もあり、災害拠点病院としての機能はとても重要に

なります。加えて、水害被害も全国各地で発生しており、その備えも求められています。 

新興感染症や災害は、いつ発生するか分からず、受入れに対しては全力で対処していきま

すが、病院として地域住民の方へ正しい情報を発信していくことも重要と認識しています。

例えば災害時の透析患者に対する勉強会の開催や、広報誌を通じた情報発信などをそれぞ

れ年 1回以上実施していきます。 

 

(8) 地域の周産期の砦としての受入強化 

当院は、平成 17（2005）年 4月に地域周産期母子医療センターに指定されて以来、NICU、

GCU を整備して、リスクが高い分娩への対応、その後に治療が必要な患児への対応をしてい

ます。今後も、地域の周産期医療の砦としての機能を担っていくために、産婦人科と小児科

医師の連携、助産師・看護師等との連携を密にして、地域における周産期医療の中核的な役

割を果たしていきます。 

目標 
R2 

実績 

R3 

実績 

R4 

実績 

R5 

実績 

R6 

実績 

R7 

目標 

R8 

目標 

R9 

目標 

NICU 

稼働率 
81.2% 87.0% 87.1% 92.3% 97.7% 80%以上 

※稼働病床 9床 

(9) 地域ニーズに応じた外来機能の充実 

令和 4（2022）年 4月より、外来機能報告制度が始まり、本格的に地域における外来機能

                                                   
1 滋賀県地震被害想定（概要版）平成 26 年 3月（滋賀県） 

目標 
R2 

実績 

R3 

実績 

R4 

実績 

R5 

実績 

R6 

実績 

R7 

目標 

R8 

目標 

R9 

目標 

不応需率 0.2% 0.1% 1.7%                1.0% 0.5% 1%以下 
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のあり方を検討する段階に入りました。当院は地域医療支援病院として、紹介・逆紹介を積

極的に実施しており、地域の医療機関との役割分担や医療連携を推進しています。今後もこ

の取り組みを続けていくとともに専門外来、看護外来を提供できる体制の構築に向け、人材

育成に取り組んでいきます。特に看護外来では、リンパ浮腫外来・糖尿病看護、ストーマ外

来・助産師外来などの充実や拡大を進めていきます。 

 

3 医療の質の追究 

(1) 看護部門の充実（質と量） 

医療技術の進捗とともに、医師の働き方改革の中で、看護部門の役割がますます重要にな

ってきています。その役割を果たすためには、看護師数の充実と、専門性の追求が重要にな

ります。 

看護師数の充実に対しては、令和 8（2026）年 4月に看護部のホームページのリニューア

ルを行い、より当院の概要方にイメージをもって頂き採用につなげることができるように

改修するとともに、就職フェアへの参加や、ＳＮＳ等を活用した定期的な情報発信にも取り

組んでいきます。今後は、採用計画を適宜見直し、人材確保に向け取り組んでいきます。 

また、新規入職の強化と合わせて、多様な働き方を取り入れながら、離職防止への取り組

みも検討していきます。  

専門性の充実は、医師からのタスクシフトへの対応と、看護師の専門性が高まっているこ

ともあり、当院としても特定行為研修修了者や認定看護師の充実については、今後も強化し、

専門性を高くもった看護師を増員していきます。 

目標 
R2 

実績 

R3 

実績 

R4 年 

実績 

R5 

実績 

R6 

実績 

R7 

目標 

R8 

目標 

R9 

目標 

正規雇用

者離職率 
7.6％ 8.3% 9.3% 6.4% 6.7% 7%未満 

 

(2) 救急医療体制の検討 

令和 3（2021）年 10 月の改正救急救命士法の施行により、医療機関内で救急救命士が実

施できる処置等の範囲が拡大されました。それを受け、当院としても救急救命士を採用し、

タスクシフト・シェアを図ることにより、医師や看護師等の負担軽減を図ります。 

 

(3) 安全管理体制の構築 

医療安全にかかわる知識・対応レベルを向上していくために、医療安全管理者養成研修会

をオンライン研修も含め、継続的に受講し有資格者を一定数維持していくことで安全安心

な医療の提供を推進します。 

目標 
R2 

実績 

R3 

実績 

R4 

実績 

R5 

実績 

R6 

実績 

R7 

目標 

R8 

目標 

R9 

目標 

有資格者 24 名 27 名 24 名 25 名 29 名 20 名以上 
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(4) 医療 ADRの確立（体制構築・制度活用） 

医療メディエーターの重要性は年々高まっており、令和 4（2022）年の診療報酬改定にお

いては、「重症患者初期支援充実加算」として評価され当院では算定しています。 

令和 6 年 4 月より、医療メディエーターを医療安全管理室に配置し、業務を開始してい

ます。今後は、計画的に資格取得者の増員を図ります。 

 

(5) 専門職の育成 

医師や看護師が今後も専門性を追求することはもちろんのこと、その他の医療従事者（薬

剤部、医療技術部、医療秘書室）も学会認定の専門資格を積極的に取得していくことを病院

として推進していきます。 

 

(6) クリニカルインディケーター(QI)の内容分析・フィードバック 

当院は、日本病院会の QIプロジェクトに参加しており、毎月データを作成・提出してい

ます。また、その内容については院内で情報共有を図っています。今後は、QI 委員会を設

置することを検討し、毎月の QI 指標の結果について要因分析を行い、そして対策を院内で

検討できるように取り組んでいきます。 

 

(7) 患者満足度の向上 

当院が地域の中核病院として、そして地域になくてはならない役割を担っていくために

は、当院を選んでくださる患者やその家族のご意見はとても重要です。当院は毎年患者満足

度調査を実施するとともに”声の駅”として設置している意見箱からも患者やそのご家族

からご意見を頂き、その意見を各現場レベルで議論して改善へと繋げています。 

今後も患者満足度調査を入院と外来で年に１回実施し、頂いた意見をもとに改善を続け

ていきます。 

 

(8) クリニカルパス対象拡大と内容の向上 

クリニカルパスによる医療の標準化・効率化は、提供する医療の質の維持につながり、ま

た定期的な見直しにより質の向上にも繋がります。 

今後は、患者状態や日常動作などのアウトカム志向のクリニカルパスを充実し、その評価

も実施していきます。 

目標 
R4 

実績 

R5 

実績 

R6 

実績 

R7 

目標 

R8 

目標 

R9 

目標 

クリニカルパス

新規導入件数 
7 47 12 12 件/年 

アウトカム 

評価率 
64.7 80.4 91.3 80%以上/年 
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4 地域医療連携の追求 

(1) 地域医療連携の推進 

当院は平成 21（2009）年 6 月に地域医療支援病院に承認され、これまで病病連携、病診

連携の推進に努めてきました。今後も地域の中核病院として、地域医療支援病院としての役

割を続けていくために、予約対応時間の見直しや三師会との地域医療連携会議の開催し、年

間を通し、計画的な連携訪問を行います。 

また、令和 5 年 8 月に紹介受診重点医療機関に承認され、地域の医療機関から様々な紹

介患者を受け入れる機能を担っています。 

当院は、後方病床を自身で保有していないため、近隣の各医療機関と連携を深め、後方病

床の確保に努めていきます。 

今後も当院と地域の医療機関との関係をより一層良好なものにしていくため、地域医療

機関の皆様からのお声に対して、改善策を検討し、定期的に地域医療機関へ報告する仕組み

を構築していきます。 

 

(2) 地域住民に親しみをもってもらうための活動 

新型コロナウイルス流行期間は、中断していましたが、診療部などが主催して院内の「よ

しぶえホール」などを活用した市民向け公開講座を年 10 回程度実施しています。 

今後も公開講座を開催するとともに、ＳＮＳを活用したオンライン発信等も活用し、広く

住民に知って頂くことができる取り組みを進めます。 

また、誰もが簡単に情報を得られる時代となっていることから住民や地域の医療機関の

視点に立ったホームページの充実（更新）を行い、病院として診療実績などの情報を積極的

に発信していきます。 

 

(3) 新たな地域医療構想について 

令和 22 年（2040 年）を見据えた「新たな地域医療構想」において、今後、県からの召集

のもと、医療圏域の病院が、地域医療調整会議の場において、病床数やその機能を協議して

いくことが示されています。 

さらに、機能の分化や集約化を推し進める方向性が示されており、圏域の各病院がそれぞ

れの特徴を生かしたうえで相互に連携し、質の高い医療を提供するための協議の場の設定

を働きかけていきます。 

病床の機能区分については、急性期拠点機能、高齢者救急・地域急性期機能、在宅医療等

連携機能、専門等機能の 4つに分けられ、特に急性期拠点機能に関しては、人口 20～30 万

人に 1カ所設定する。との考えが示されています。 

選定規準として、救急搬送の受入件数や、全身麻酔手術の件数などを指標にすることが検

討されており、病床機能報告やＤＰＣデータ等を活用したベンチマークを利用しながら、今

後、地域医療構想調整会議の中で協議されると考えられます。 

当院が属する医療圏の人口は約 23万人であり、この急性期拠点機能について、当院が担

えるよう体制作りに努めます。 
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5 誇りある組織風土の追求 

(1) 事務職員の診療スタッフ支援、経営管理能力の向上 

事務職員は行政機関との定期的な人事異動があるため、病院現場に必要な人材を継続的

に確保し、組織を専門化していくことが難しい環境にあります。そのような中、プロパー職

員を積極的に採用し、マルチな視点を持つ職員の養成に取り組んでいます。 

今後はその取り組みを続けながらも、事務職員の医療知識向上と病院経営・管理能力向上

を目指し、資格取得への支援や医師事務作業補助技能認定資格者の育成、教育リーダー制の

導入などに取り組んでいきます。 

 

(2) 人事評価制度の改定と理解促進 

病院職員の勤務実態を公平に評価していくことは、職員のモチベーション維持や離職防

止などにつながります。当院は、これまで人事評価に関する研修会を年１回行っており、今

後も継続的に実施していきます。 

また、人事評価結果と処遇への反映は、現状は十分にできている状況ではなく、改善の余

地があります。処遇を見直し、職員の成長意欲につながるような仕組みを検討していきます。 

 

(3) 働き方改革に対応したタスクシフトの推進 

令和 6（2024）年から開始された医師の働き方改革は、単なる医師の業務の見直しではな

く、病院全体の業務の標準化・効率化、実施担当者や内容の見直しが求められています。こ

れらのことから、院内で定期的な議論が必要であり、特に DX の活用については重点的に議

論を行っていきます。 

医師の業務負担軽減・処遇改善については、労働安全衛生委員会（医師部会）で内容を検

討するとともに、医師事務作業補助者の充実（採用強化、処遇改善、業務標準化等）を進め

ていきます。また、DX の推進は、RPA の活用等に対して専門の組織（DX 推進室）を立ち上

げ、対象業務の洗い出し、標準化・効率化に向けた取り組みを検討していきます。 

 

6 健全経営の追求 

(1) 投資に耐えうる経営の実現（収支改善） 

病院を取り巻く環境は刻々と変化しているため、入院収益の最大化、未収金対策、材料費

の適正購入など、収入、費用ともに健全経営に資する取り組みを進めます。 

未収金対策は、過年度未収金額を 1年度 500 万円未満。年度末に総額 2500 万円未満を目

標にし、弁護士への未収金回収依頼、督促、催告発送など早期に対応します。 

人件費・材料費の適正化は、働き方改革による改善結果や、適宜購入品目への価格交渉、

購入品の見直しを実施していきます。 

新規に取得すべき施設基準や算定漏れによる機会損失を防ぐために、2年に 1度の診療報

酬改定対応はもちろんのこと、当院の診療実績や今後の動向等を分析し施設基準・加算の算
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定可否を検討していきます。また、医事請求内容を吟味し、算定漏れの対策も適宜実施して

いきます。さらに施設基準の届出・進捗管理において専用のシステム（ＩＮＸ）を導入し、

情報の一元化、作業の効率化も含め取り組んでいきます。 

目標 
R2 

実績 

R3 

実績 

R4 

実績 

R5 

実績 

R6 

実績 

R7 

目標 

R8 年 

目標 

R9 

目標 

人件費/ 

医業収益 
55.4% 55.3% 51.6% 50.2% 54.1% 55％以下 

材料費/ 

医業収益 
25.2% 27.6% 26.6% 28.1% 29.8% 25%以下 

後発医薬

品使用率 
94.6% 95.8% 94.2% 94.2% 93.9% 95%以上/年 

 

(2) 診療情報統計の充実、活用、他院との比較検討 

診療報酬の体系はとても複雑であり、全職員がすべてを理解することは難しい状況です。

ただし、職員それぞれが意識をしていくことで良好な経営は続けられると考えられるため、

病院経営に関する院内情報の発信や職員向けの経営セミナーを定期的に開催します。さら

に他病院との比較資料を示し、当院の位置づけを明確にして病院経営に対する意識を高め

健全経営に繋がるよう取り組んでいきます。 

 

(3) DPC 基礎係数、機能評価係数の向上 

健全経営を維持していくためには、DPC 制度に対応した対策が不可欠となりますが、DPC

制度は複雑なことから、制度の理解を院内へ発信していくとともに、クニカルパスの見直し、

適正なコーディング対策を行うなど、DPC 委員会、クリニカルパス委員会が協力しあって、

院内に発信していきます。 

また、基礎係数対策として当院の診療状況等を総合的に勘案し、今後の目標として位置付

けるか検討していきます。さらに機能評価係数Ⅰ対策としては、施設基準の維持・向上、新

規項目の取得対策に取り組むとともに係数Ⅱ対策では、病院ダッシュボードχ（カイ）を用

いた目標を設定し対策を講じていきます。 

 

(4) 経営改善に向けた取組 

 令和 7年度から、経営コンサルタントの意見も参考にしながら、事業管理者、院長を含め

た医師、看護師、コメディカル、事務職等による 7つのプロジェクトチームを立ち上げ、収

益の増加、費用の削減を目的に、様々な経営改善のための取組を行っています。 

 具体的には、①紹介患者受入体制の強化、②経営意識の醸成、③予定入院患者数の増加、

④緊急入院患者の増加、⑤適正な診療報酬の請求、⑥診療材料費の削減、⑦委託費・人件費

の削減の各テーマを掲げ、病院全体として取り組んでいます。 
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(5) 一般会計の繰入金 

 

地方公営企業法における独立採算制は、企業に要する経費全てについての独立採算では

なく、一般会計等において負担すべき経費を除いた部分について独立採算が求められてい

ます。当院は、公営企業としての経済性を発揮するとともに、その本来の目的である公共

の福祉を増進する運用を求められます。そのため、公共的・公益的な観点から不採算部門

ではありますが、地域医療のために必要な救急医療、小児・周産期医療、感染症医療、災

害医療等の政策医療を担うことが使命であり、収益の確保やコストの縮減等の効率的な取

り組みを最大限に行うよう努めてもなお収入をもって不足する一定の経費については、一

般会計から繰り入れられており、病院経営においてその継続は重要なものになります。 

これらのことから一般会計からの繰入金については、総務省の繰出基準の範囲内の繰出

を基準として、収支のバランスをみながら市と協議のうえ決定していきます。 

具体的な取り組み施策一覧 

1.信頼される医療の追求 

 
 

1 急性期疾患に対応するための病床再編 
2 地域の医療需要に応えるための医師確保 
3 悪性腫瘍への対応を継続・充実させること 
4 手術件数の増加 
5 一般病床の稼働率維持・特殊病床の稼働率向上 
6 救急疾患シェアの拡大・不応需率の低下 
7 地域の中心となって感染症・災害時の受け入れ、啓蒙活動の実施 
8 地域の周産期の砦としての受け入れ強化 
9 地域ニーズに応じた外来機能の充実 

 
 

    
2.医療の質の追究 

 
 

1 看護部門の充実（質と量） 
2 救急医療体制の検討 
3 安全管理体制の構築 
4 医療 ADR の確立（体制構築・制度活用） 
5 専門職の育成（医師・看護師・コメディカル） 
6 クリニカルインディケーターの内容分析・フィードバック 
7 患者満足度の向上 
8 クリニカルパス対象の拡大と内容の向上 

 
 

    
3.地域医療連携の追求 

 
 

1 地域医療連携の推進 
2 地域住民に親しみをもってもらうための活動 

 
 

    
4.誇りある組織風土の追求 

 
 

1 事務職員の診療スタッフ支援、経営管理能力の向上 
2 人事評価制度の改定と理解促進 
3 働き方改革に対応したタスクシフトの推進 

 
 

    
5.健全経営の追求 

 
 

1 投資に耐えうる経営の実現（収支改善） 
2 診療情報統計の充実、活用、他院との比較検討 
3 DPC 基礎係数、機能評価係数の向上 
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（繰出基準） 

区 分 項 目 

出資金 企業債元利償還に要する経費（元金分） 

医業収益 救急医療の確保に要する経費 

医業外収益 経営基盤強化対策に要する経費 

地方公営企業職員に係る基礎年金拠出金に係る公的負担に要する経費 

企業債元利償還に要する経費（利息分） 

小児医療に要する経費 

周産期医療に要する経費 

感染症医療に要する経費 

院内保育所の運営に要する経費 

地方公営企業職員に係る児童手当に要する経費 

へき地医療の確保に要する経費 

リハビリテーション医療に要する経費 

7 点検・評価・公表 

 

(1) 点検と評価 

今後の点検とその評価は、担当部署毎に自己評価を実施し、病院の最高決定機関である管

理者会議において、定期的に進捗管理を行い評価していきます。 

なお、本プランの計画は長期に及ぶため、点検・評価の中で必要時目標設定等の見直しを

実施していきます。 

 

(2) 公表 

当院が実施する自己評価及び管理者会議で取りまとめた評価・意見等について、当院のホ

ームページで公表していきます。 

 


